
 1 

 

（資料：静岡県の気候特性（静岡地方気象台HP：

https://www.data.jma.go.jp/shizuoka/shosai/tokusei_cl/tokusei_cl.html）） 
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菊川市地球温暖化防止実行計画（区域施策編） 

     菊川市気候変動適応計画【概要】 令和６年３月発行 
【目標年度：2030（令和 12）年度 （基準年度：2013（平成 25）年度）】 

 

目的 
これまでの市の取組みや、市の自然的社会的条件に応じて、近年の地球温暖化対策を巡る国内外の動向に対応

し、地球温暖化対策の目標等を掲げる「地球温暖化対策計画」（2016（平成 28）年５月 13 日閣議決定）に即し、温

室効果ガスの排出抑制等のための総合的かつ計画的な施策として策定するものです。 

 

本市の最新の温室効果ガス（CO2）排出量 

 

 

 

 

 

 

 

 

部門別・分野別温室効果ガス（CO２）排出量の経年変化 

（資料：自治体排出量カルテ（環境省）） 

本市の気象変動の状況（静岡地方気象台） 
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廃棄物分野
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年平均気温は上昇している 

桜開花日は早くなっている 

冬日日数は減少している 

熱帯夜日数は増加している 

基準年2013（平成25）

年比で約-26%減少 産業部門

と運輸部

門で全体

の約70%

を占める 

年平均気温の推移 熱帯夜日数の推移 

冬日日数の推移 桜開花日の推移 

2020（令和２）年度 

温室効果ガス排出量構成比 
（資料：自治体排出量カルテ（環境省）） 

資料２ 
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導入比

温室効果ガス排出削減目標 

 2020（令和２）年 10月 26日、菅首相は所信表明演説において、2050（令和 32）年カーボンニュートラル（温室

効果ガスの排出量と吸収量を等しくすることで、実質的な排出量をゼロにすること）、脱炭素社会を目指すことを宣言

しました。更に 2021（令和３）年４月 22日には、2030（令和 12）年度の温室効果ガスの削減目標を2013（平成

25）年度比 46％削減とし、さらに 50％の高みに向けて挑戦を続けることを表明しました。 

 そこで、本市においても国の目標に準拠し、同様の目標を掲げることとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の再生可能エネルギー導入量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

カーボン 

ニュートラル 

（中期目標） 

２０３０（令和１２）年度に、基準年度（２０１３（平成２５）年度）

比で４６％削減することとし、さらなる高みを目指します 
 

（長期目標） 

２０５０（令和３２）年度カーボンニュートラル 
 

  基準年度 

←  2013 

 （平成 25）年比 

-46% 

-26% 

-20% 

再生可能エネルギー導入容量と対消費電力FIT 導入比の推移 

（資料：自治体排出量カルテ（環境省）） 

 

・再生可能エネルギー導入量は7年で2倍に増加 

・大型の太陽光発電が中心 

  最新年度 

←  2020 

 （令和 2）年比 
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地球温暖化防止に関する取組（緩和策と適応策） 

地球温暖化対策は、大きく分けて緩和と適応に大別され、緩和は地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出を

抑制することです。これに対し適応はすでに起こりつつある、または起こりうる気候変動の影響に対処することで、気

候変動の影響による被害を回避・軽減することです。地球温暖化対策の推進に当たっては、温室効果ガスの排出抑

制である緩和とともに気候変動の影響に対する適応を進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緩和と適応 
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菊川市独自の取り組み（重点取組事項） 

地球温暖化防止のため、本市独自の取り組みを以下の通り展開します。 

 

 

 

菊川市生活環境部環境推進課 
〒439-8650 静岡県菊川市堀之内61番地 

TEL：0537-35-0916 FAX：0537-35-0981 


